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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・5/7(月)　部署懇談会　時間：18：30～21:00　場所：鼓（フルーツパーラー小田原2階）

参加部署：外来・精神通所・訪問看護・訪問介護・居宅支援

・5/3(木)　13:00～カンファレンス内で部署ミーティング実施予定。

・5/8(火)から看護学生の実習開始。対応は上野SGMが行う予定。

・委員会の公示が出ているため、各自確認すること。

・五日市規様（北病棟入院中）来週診察時に主治医と相談し、週1回ペースでデイケア見学予定。

＜利用者様情報＞

· 倉石ヨシエ様～左膝の痛みを訴え、階段を下りるのがつらいと話す。運動・レクリエーショ

ンには参加している。歩行は無理のないように促し、膝の負担を軽減するような運動を行っていく。

· 下町サン子様～青風荘からの情報で、今朝に「漏らしたから、眠れなかった」と訴えていた
とのこと。濡れた衣類は確認出来ていない。デイナイトケア来所後は、プログラム中に居眠りみられている。プログラムにて骨盤底筋体操を行い、筋力の維持をし、尿漏れ・失禁の防止を行っていく。
· 八木橋牧雄様～連休中、うみねこ幸房が休みのため、どこでシアナマイド服用の確認をして
もらえばよいか相談している。3～4日はデイケア、5～6日は外来か青明舎で確認が出来ることを伝えている。明日、担当医にも相談するとのこと。

また、頭痛が続いていることについても担当医に相談すると話され、ノートにメモを残している。

＜疾患別診療計画立案＞

高田　マキ様（39）女性　昭和46年5月20日　担当医：猪股Dr　担当：大谷地・高森

　　　　　　　主病名：統合失調症　　合併症：なし

入院歴　平成4年12月9日　～　平成7年4月9日（青南病院・入院）

        平成12年2月5日　～　平成12年3月10日（青南病院・入院）

　平成4年8月より不眠が出現し、同年12月より「「誰かがつけている」「恋人に会いに行く」

等と言い始め、夜中に出歩いたり、誰も居ないのに「彼が着ているから連れて行ってくれ」と話す等、

幻覚妄想状態が出現。興奮・疎通不良状態となり、H4.12.9青南病院入院。

　家族関係の悪化、対人関係でのストレスにより病状再燃し、2回の入院歴がある。
治療歴　平成7年12月9日　～　平成7年4月9日（青南病院・通院）

　　　　平成12年3月10日　～　現在（青南病院・通院）

　　　　平成12年3月～平成22年1月小規模作業所「ワークハウスさつき」週4回利用

　　　　　※作業所は、対人関係、スタッフへの不満を訴え退所。

現在の状況　

· 自分本意で、他罰的な思考で、対人面でのストレス負荷が大きい。トラブルになりやすい。

· 衝動的に行動化する（携帯電話ショップにクレームをつける、その場で不満を言う等）

· 家族は協力的だが、本人の自分本意な態度に疲弊しており、関係性は良いとは言えない。

利用目的　

· 対人交流能力の向上

· 生活リズムの維持、改善

内容　

　日常生活動作・社会適応能力・SST・栄養指導

目標　

長期目標：再発せず単身生活を維持する。（将来的には就労を希望）

中期目標：①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

③対人交流技能の向上。

短期目標：①体調の変化に気づき、対処する事が出来る。

②安定した生活リズムを保つ為、デイケアを継続利用する。

③一方的で衝動的な言動により、他者とトラブルなく過ごせる。

治療計画：①自ら体調の変化に気づき対処できた際には評価し伝える。自身で気づきや対処ができない場合には、自己洞察を促し、対処法を共に検討する。

②欠席を希望する際には理由の確認と時間の使い方を考えるようデイケア利用目的を含めて伝え、出来るだけ来所するよう促す。

③一方的で衝動的な言動が見られる際には、自己の振り返りを行い冷静な行動を促す。

秋山　和子様（51）女性　昭和36年2月1日生　担当医：川端Dr　担当：川井・小島

主病名：統合失調症・知的障害　　合併症：なし

入院歴　昭和61年11月20日　～　平成2年10月31日（青南病院・入院）

        平成5年11月22日　～　平成6年8月28日（青南病院・入院）

        平成6年12月1日　～　平成8年3月18日（青南病院・入院）

        平成8年4月22日　～　平成12年9月19日（青南病院・入院）

        平成14年3月9日　～　平成14年8月27日（青南病院・入院）

        平成20年5月28日　～　平成20年7月31日（青南病院・入院）

　「死んだほうがいい」と話し、自傷行為を行うことがあり初回入院となっている。また、「口の中に赤ちゃんがいる」と妄想に関連した発言があったり、耳鳴りのような幻聴を訴えることがある。家族関係の悪化により、興奮・粗暴行為が出現することがある。

治療歴　平成14年8月27日～当院デイケア利用

現在の状況　

· 理解力、自己表現能力に乏しい。徐々に自分の考えを言葉に出来るようになってきている。

· エアロビクスや疾病教室に参加すると、耳鳴りや頭痛を訴えることがある。

· 病状悪化すると、性的な発言や「三浦ともかずと山口百恵から生まれた」という発言が多くなる。

· 何事も早く行動しようとする傾向になり、8時前に来所したり、何ヶ月も先の出欠表を用意するようにスタッフに促したりすることがある。

· 最近は、三浦ともかずの事務所に電話をかけ、「東京ですか？」とだけ話して電話を切ることがある。何か相手に伝えたいのであれば、手紙を書くなど、伝え方に気をつけるように説明している。

利用目的　

· 日中の活動性の維持

· 病状の管理

· 対人交流技能の向上、家族との距離を保つ

· 日常生活能力を身に付ける

内容　疾病教室・ＳＳＴ・社会適応能力・日常生活動作　　※疾病教室・ＳＳＴは個別に対応

目標　

長期目標：病状悪化や、入院をしない。単身生活が出来るようになる。

中期目標：①自分の考えや疑問に思ったことを、相手がわかるように伝える

②家事が出来るようになる

短期目標：①他者との関わり等不満がある時は、スタッフに自ら声を掛けて話す。

　　　　　　医師に伝えたいことは、事前にスタッフに相談し手紙を作っていく。

②プログラム（日常生活動作や社会適応能力等）で学んだ事を実践できるようになる。

治療計画：①本人の訴えを傾聴し、本人の思いや不満を傾聴する。相手にどのようにして伝えたらよいか、本人と一緒に考える。

②プログラムで学んだ事を自宅で実践できるよう声掛けを行い、分からない内容をアドバイスする。必要に応じて面談を行い、本人の出来ていることを評価していく。

　　　　　　また、不安がないか確認し、アドバイスしていく。

＜外来情報＞

· 本多　富美様～デイケアを週3回利用したいと話されている。

· 袴田　淑子様～本日、採血実施。

· 鈴木　茂子様～「横山耕生様（青山荘利用者様）について、「夜中に起こされる」「煙草をた

かられる」「仕事をしない」等と愚痴を話されている。不満は施設管理者にいうように説明あり。

· 八木橋牧雄様～シアナマイド服用確認している。連休中のシアナマイド服用確認場所につい

ては、特に本人から相談はない。頭痛と鼻水訴えあり。追加処方はない。

